
 

保険医が投薬することができる注射薬 
（処方せんを交付することができる注射薬） 

及び 
在宅自己注射指導管理料の対象薬剤の追加について 

  
  
第１ 対象薬剤の現状  
  
１ 患者が在宅で使用する注射薬については、療養上必要な事項について適切な注意
及び指導を行った上で、保険医が投薬することができる注射薬（処方せんを交付す
ることができる注射薬）として、定められている。 

  例）インスリン製剤 
    在宅中心静脈栄養法用輸液 
    自己連続携行式腹膜潅流用潅流液 
    インターフェロンアルファ製剤 
    インターフェロンベータ製剤     等 
     
２ その上で、自己注射をすることができる薬剤については、 
 
   ・ 患者の利便性の向上という利点 
   ・ 病状の急変や副作用への対応の遅れという問題点 

 
等を総合的に勘案して、長期にわたって頻回の注射が必要な薬剤ごとに、「１」
保険医が投薬できる注射薬の中から 
  
 ・ 欠乏している生体物質の補充療法や、生体物質の追加による抗ホルモン作

用・免疫機能の賦活化等を目的としており、注射で投与しなければならない
ものであって、  

 ・  頻回の投与又は発作時に緊急の投与が必要なものであり、外来に通院して
投与し続けることは困難と考えられるもの  

について限定的に認めている。  
例）インスリン製剤  
  インターフェロンアルファ製剤  
  インターフェロンベータ製剤     等 
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第２ 対象薬剤の追加 
  
１ アドレナリン製剤については、蜂毒、食物及び薬物等に起因するアナフィラキシー
の既往のある患者又はアナフィラキシーを発現する危険性の高い患者に対して、緊
急補助的治療として使用する場合に、初期症状が発現し、ショック症状が発現する
前の時点、又は明らかな異常症状を感じた時点での投与が必要であり、外来に受診
して投与することは困難と考えられるため、保険医が投薬できる注射薬に加えると
ともに、在宅自己注射指導管理料の対象薬剤に追加する。 

 
２ 在宅自己注射については、「在宅自己注射を実施するに当たっての留意事項」（保
医発第０４２７００２号 平成１７年４月２７日）に留意して実施することとする。 

 
 
＜アドレナリン製剤＞  
  
【販売名】エピペン注射液0.3mg、エピペン注射液0.15mg 
 
【効能・効果】 
  蜂毒、食物及び薬物等に起因するアナフィラキシー反応に対する補助治療（アナ
フィラキシーの既往のある人またはアナフィラキシーを発現する危険性の高い人に
限る） 

         
【用法】 通常、アドレナリンとして0.01mg/kgが推奨用量であり、患者の体重を考慮

して、アドレナリン0.15mg又は0.3mgを筋肉内注射する。 
  
【薬理作用】 
  本剤は、化学的に合成した副腎髄質ホルモン（アドレナリン）を含有しており、交
感神経のα、β受容体に作用する。 
 １．循環器系に対する作用 

   心臓においては、洞房結節の刺激発生のペースをはやめて心拍数を増加させ、心筋の収縮
力を強め、心拍出量を増大するので強心作用をあらわす。血管に対しては、収縮作用と拡張
作用の両方をあらわし、心臓の冠動脈を拡張し、皮膚毛細血管を収縮させ末梢抵抗を増加さ
せて血圧を上昇させる。 
 ２．血管以外の平滑筋に対する作用 

   気管支筋に対して弛緩作用をあらわし、気管支を拡張させて呼吸量を増加させる。 
 ３．その他の作用 
  喘息において、肥満細胞から抗原誘発性の炎症性物質を遊離することを抑制し、
気管支分泌物を減少させ、粘膜の充血を減らす効果もある。 

  
【主な副作用】不整脈、血圧異常上昇、悪心・嘔吐、等  

  
【承認状況】平成１５年８月薬事承認  
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（参考）在宅自己注射を実施するに当たっての留意事項   
         保医発第０４２７００２号 平成１７年４月２７日  

  
患者に対する注射は、医師等の有資格者が実施することが原則であるが、在宅自己

注射を実施するに当たっては、以下の点に留意すること。  
  
（１）在宅自己注射に係る指導管理は、当該在宅自己注射指導管理料の算定の対象である

注射薬の適応となる疾患の患者に対する診療を日常の診療において行っており、十
分な経験を有する医師が行うこと。  

  
（２） 在宅自己注射の導入前には、入院又は週２回若しくは３回以上の外来、往診若し

くは訪問診療により、医師による十分な教育期間を取り、十分な指導を行うこと。  
  
（３）かかりつけ医師と異なる医師が在宅自己注射に係る指導管理を行う場合には、緊急

時の対応等について当該かかりつけ医師とも十分な連携を図ること。  
  
（４）在宅自己注射の実施に伴う廃棄物の適切な処理方法等についても、併せて指導を行

うこと。  
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